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ここにもいくつかの国名がありますが、現在のどの国でしょう。

bfaatsb nadaqaatsb nadafaab nadaqaatsb nadaqaas umkand naaadar batdak bfand aatbfaum
ブフアアト国・ナダクアアト国は長期ではなく、ナダクアアト国は自立的でなく集まった。
色々では有るが、たとえ幾らかの土地がなくて大変悪くても、確実に新しい希望が加わった。

faatb nadaqaatb nadaaatb nadasttb nadasand aadasand aaqasb sairar dafar nadafand daum
大きな国は自立的でない国で支配のない国である。出入りがなく集まった人は争わず、
幾らかの争いはアアクア国にはあった。日の差す土地は豊かな土地で世話のない家である。

bqand aatdar aatttb saind aatdasaum and aadaqatsb aatsand dafdar nadaqar arb
確かではないが、農地を加え国に加えられた国土は、出入りの希望を増やして、そして、
アアダクアト国は国土を増やして豊かな農地とし無自立地が生まれた。

sbattb nadabqttb umaatsb nadaqtsand dar aafab sand aattb kair daum and aatsb
成立しない国は人々のいない小国だった。ウムアアト国は制限のない国土で、農地が合流し、
国土に国を設けた。受け入れた家では有るが国を設けた。

bbatdar aattb nadasand aadasar aadaaak
無駄ではない農地に国を設け戦いもなく、幾らかの出入りの土地へは幾らかの小さな船だった。

(ウムアアト国は海岸近くの国で、船を使った交易もしたのでしょう。)

さて、もう一つ解読します。下から10行目からの二行です。
ここも国別の紹介がされています

発音読みは次の通りです。
pbatdasar battsb nadafaatsar dafttsb nadafand daqagaab batdasb nadaqtsb fdapand azi
kar and batdak nadaind daqttsb nadaqaatdasand
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それぞれの単語を解読します。

pbatdasar pbat(大きな)+das(出入り)+ar(土地)
battsb bat(悪い)+t(否定)+sb(国) →　バツツ国
nadafaatsar na(否定)+dafaat(十分な)+sar(ボス)
dafttsb daftt(若い)+sb(国) →　ダフツツ国
nadafand na(否定)+dafand(年上)

daqagaab ここは省略記載で okacfhchy daqagaaab と思われる。

daqa(大きくなる)+gaab(取得)
batdasb bat(多い)+dasb(成長)
nadaqtsb na(否定)+daqt(支配)+sb(国) →　ナダクト国
fdapand f(遠い)+dapand(質素な国)
azi azi(可能)

kar k(後)
and and(ではあるが)
batdak bat(豊か)+dak(強い)
nadaind na(否定)+daind(棒=支え)
daqttsb daqt(支配)+t(被)+sb(国) →　ダクツツ国
nadaqaatdasand na(否定)+daqaa(自立的)+t(否定)+dasand(戦争)

以上をまとめますと、次の文になります。

「大きな出入の土地のバツツ国は十分でないボスであり、ダフツツ国は年上ではなかったが
大きく取得し多く成長した。ナダクト国は遠くて質素な国で可能性があった。
後ではあるが、大変豊かだったが支えが無いダクツツ国は自立的で無くはなく争った。」

c+he ( bat ) にはいくつかの意味があり、英語の「悪い」、入れ物のバット「容器」、の他に

「多い」「豊か」などがあります。文脈で判断します。

e(t) には「否定」と「受身」と「集まり」があり、これも文脈で判断します。


